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ダイトーエムイー株式会社との業務提携に関するお知らせ 

 

当社は電機・電子部品卸売、カスタムパソコンの企画・開発・設計・製造などを行うダイトーエム

イー株式会社（代表取締役社長：窪内泰之、本社：愛知県名古屋市千種区、以下、ダイトー社）と

の間で、業務提携を行うことに合意いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．業務提携の理由 

当社は音声認識システムAmiVoice®を利用し、音声認識ソリューションやアプリケーションを開

発、販売しています。現在、医療分野など６つの事業分野で音声認識事業を展開しておりますが、

当提携で各事業分野の更なる成長深化、新規事業を開拓いたします。当提携を契機に当社は

ハードウェアとの連動を意識した音声認識ソリューションの提供を開始いたします。特に、ダイトー

社が得意とするアミューズメントやファクトリー・オートメーション（以下FA）分野で音声認識ソリュー

ションを展開していきます。 

(１)ダイトー社は、汎用品ではないカスタムＰＣを自社で開発・製造し、主としてアミューズメント

業界・医療業界に販売しています。当社はアミューズメント業界向けに、音声認識などの人に優し

い入力インターフェイスをハードウェアに組み込んでまいります。 

(2)ダイトー社が展開する FA 事業において、当社の音声認識ソリューションを組み込んでまいり

ます。FA 分野への適用分野箇所として、最終検査ライン等、人が最終チェックをする分野での利

用を目指し製品化を目指します。 

FA 分野における自動化に伴い人が関わる部分の入力インターフェイスは非常に重要な位置づ

けになろうとしています。特にハンズフリー、アイズフリーが重要視されている中、音声認識を始め

とする入力インターフェイスは今後の分野において需要が増加すると考えます。 

 

２．業務提携の内容 

(１)当社からダイトー社への音声認識技術の販売権の付与 

 ダイトー社が当社の販売パートナーとなり、当社の音声認識ソリューションやアプリケーション

を販売する。 

(２)当社からダイトー社への音声認識技術の提供 

 ダイトー社が当社の開発パートナーとなり、当社の音声認識システムを利用し、ダイトー社が

製造を行う製品に組込み、販売する。 

(３)ダイトー社と当社で音声認識ソリューションの共同開発 



  ダイトー社と当社で音声認識を利用したソリューションを共同で開発し、販売を行う。 

 

３．ダイトーエムイー株式会社の概要 

(１)名    称    ダイトーエムイー株式会社 

(２)主な事業内容  製造部門  

・ カスタムパソコンの企画・開発・設計・製造  

・ FA・ロボットエンジニアリング  

・ 生分解性プラスチックの企画・開発・設計・製造  

商社部門  

・ IT 関連・自動車・FA・アミューズメント向け、電子電気機器・システム販 

売 

(３)設立年月日   昭和 32（1957）年 12 月 17 日（火） 

(４)本店所在地   愛知県名古屋市千種区田代本通 2 丁目 1 番地 

(５)代表者      窪内泰之       

(６)資  本  金   954 百万円 

(７)従業員数     127 名 

(８)大株主構成および持株比率 

株主名 持株数（千株） 議決権比率（％） 

川口三夫 414 11.7 

有限会社川口興産 217 6.1 

川口武雄 199 5.6 

株式会社三菱東京 UFJ 銀行 160 4.5 

ダイトーエムイー従業員持株会 122 3.4 

川口照雄 115 3.2 

竹田和平 105 2.9 

朝日火災海上保険株式会社 70 1.9 

株式会社愛工機器製作所 60 1.7 

古河電気工業株式会社 50 1.4 

*上記における主要株主の状況は、平成 18 年 4 月末日時点であります。  

平成 18 年 6 月 13 日を受渡期日として、ダイトーエムイー株式会社の創業家である川口家一族（上記記載の川

口三夫、有限会社川口興産、川口武雄を含む）が、インキュベート・パートナーズ 1 号投資事業有限責任組合

（以下、「ＩＰ１号」）に株式を譲渡したことにより、主要株主に変更が発生しております。 ＩＰ１号の持株数は 1,125

（千）株、議決権比率は 31.9％であります。 

(９)当社との関係  特になし 

 

４．日程 

 平成 18 年 11 月 15 日 業務提携契約締結 

 

５．今後の見通し 

 なお当業務提携は平成 19 年 3 月期の業績に、影響を与えるものではございません。 

 



＜株式会社アドバンスト・メディア 会社概要＞ 

社 名 : 株式会社アドバンスト・メディア 

代 表 者 : 代表取締役社長 鈴木 清幸 

本 社 : 東京都豊島区東池袋 3-1-1 サンシャイン 60 48 階 

U R L : http://www.advanced-media.co.jp/ 

設 立 : 1997 年 12 月 

資 本 金 : 34 億 8,587 万円（2006 年 10 月末日現在） 

事業内容 : ・AmiVoice®を組み込んだ音声認識ソリューションの企画･設計･開発を行う
「ソリューションサポート事業」 
・「ソリューションサポート事業」で掘り起こされた市場のニーズに適合するパッケージ
商品をライセンスとして提供する「ライセンス事業」 
・当社自身がAmiVoice®を使い、企業内のユーザや一般消費者へサービス提供
を行う「サービス事業」 

 

■アドバンスト･メディアについて 

 アドバンスト・メディアは、独自の音声認識等の技術AmiVoice®により、“声”で文章入力など

ができる各種ソリューションを提供してきました。AmiVoice®エンジンは不特定話者に対応して

いますので、利用者は声の事前学習（エンロールメント）を行うことなく、すぐに音声入力できます。

特に医療分野においては、導入施設が約 1,800 をこえるまでとなり(2006 年 10月現在)、医療診断

の効率化に貢献しています。また、議事録作成支援システムにおいては、北海道議会や沼津市

議会をはじめとした数多くの自治体の議会に採用され、その導入効果が高く評価されています。 

※ AmiVoice®
、およびロゴマークはアドバンスト・メディアの登録商標です。 

※  記載の会社名および製品名は、各社の登録商標および商標です。 


